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先
日
、
雨
が
降
り
し

き
る
中
「
希
望
が
ワ
ク

ワ
ク
懇
談
会
」
（
日
本

共
産
党
）
に
参
加
し
ま

し
た
。
高
松
２
会
場
と

も
満
員
の
参
加
で
、
宮

本
衆
議
院
議
員
や
白
川

よ
う
子
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

国
政
対
策
委
員
長
の
訴
え
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
自

民
党
が
続
け
て
き
た
「
大
企
業
に
は

減
税
」
「
防
衛
費
は
膨
大
に
」
「
日

本
を
対
中
国
戦
争
の
拠
点
に
」
「
政

治
と
カ
ネ
へ
の
無
反
省
」
に
対
し
て

庶
民
に
は
物
価
高
と
所
得
の
伸
び
悩

み
を
も
た
ら
し
、
「
自
民
党
政
権
で

は
ダ
メ
」
と
い
う
流
れ
が
国
民
に
生

ま
れ
て
い
る
。
「
政
策
も
未
来
社
会

の
展
望
も
知
ら
せ
れ
ば
知
ら
せ
る
ほ

ど
共
感
や
支
持
を
拡
げ
う
る
「
歴
史

的
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う
話
に
「
あ
あ

そ
う
な
の
か
」
と
相
槌
を
打
ち
ま
し

た
。
会
場
で
は
政
治
革
新
の
戦
列
に

加
わ
る
決
意
を
さ
れ
た
方
が
何
人
も

現
れ
、
私
も
頑
張
ら
ね
ば
と
決
意
し

ま
し
た
。

自
衛
隊
な
ど
が
有
事
を
視

野
に
民
間
港
を
軍
港
の
よ
う

に
整
備
・
活
用
す
る
特
定
利

用
港
湾
の
問
題
で
、
高
松
市

の
高
松
港
が
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
反
対
す
る
「
郷
土
か
が

わ
を
戦
場
に
す
る
な
！
」
県

民
連
絡
会
が
15
日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

高
松
市
で
開
か
れ
た
結
成

総
会
に
は
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
県
に
対
し

撤
回
を
求
め
る
署
名
に

８
月
末
を
め
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
樫
昭

二
県
議
が
港
湾
指
定
の

経
過
な
ど
を
報
告
し
、

県
民
の
意
見
を
十
分
に

聞
か
ず
、
議
会
に
相
談

も
せ
ず
、
国
言
い
な
り

に
受
け
入
れ
た
県
の
姿

勢
を
批
判
。
「
平
和
の

た
め
、
憲
法
９
条
を
守
る
た

め
に
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

県
高
教
組
の
十
河
浩
二
委

員
長
は
「
安
保
３
文
書
は
、

子
ど
も
た
ち
の
内
心
ま
で
愛

国
的
に
作
り
変
え
、
軍
事
的

価
値
を
肯
定
さ
せ
、
国
の
た

め
に
命
を
投
げ
出
す
心
を
植

え
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
指
摘
。
民
主
青
年
同
盟
の

藤
沢
直
人
県
委
員
長
は
「
丸

亀
市
以
外
の
県
内
自
治
体
は

青
年
の
名
簿
を
自
衛
隊
に
提

供
し
て
い
る
。
青
年
を
戦
場

に
送
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
の
高
松
空
襲

の
惨
状
を
経
験
し
た
女
性
は

「
戦
争
は
も
う
こ
り
ご
り
。

む
ご
い
も
の
で
す
」
と
訴
え

ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
の
４
氏
も

「
戦
争
に
な
れ
ば
医
療
を
提

供
で
き
な
く
な
る
」
（
医
師
）

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
先
立
つ
学
習

会
で
は
日
本
平
和
委
員
会
の

千
坂
純
事
務
局
長
が
講
演
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
衆

院
議
員
は
14
日

高
松
市
内
の
２

カ
所
で
開
か
れ

た
「
希
望
を
語

る
わ
く
わ
く
懇

談
会
」
で
講
演

し
、
「
共
産
党

は
お
か
し
な
こ

と
、
不
条
理
な

こ
と
に
黙
っ
て

い
な
い
。
そ
う

し
た
声
を
一
緒

に
上
げ
る
仲
間

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
入
党

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
満
席
の
参
加

者
。

【
２
面
に
つ
づ
く
】

高
松
港
の
特
定
指
定
撤
回
を

郷
土
香
川
を
戦
場
に
す
る
な
！

県
民
連
絡
会
を
結
成

高松市内２カ所で懇談会
宮本 徹 衆院議員ら

７
月
６
～
７
日
に
第
70
回
原

水
爆
禁
止
四
国
大
会
in
徳
島
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
１
７
３
人
で
、
香
川
か
ら
は

11
人
が
２
日
間
参
加
し
ま
し
た
。

四
国
各
県
の
活
動
交
流
が
あ

り
、
香
川
県
は
、
通
し
行
進
者

＝
山
内
金
久
さ
ん
と
「
青
い
空
」

を
歌
い
、
行
進
後
に
は
地
域
で

の
署
名
行
動
を
し
た
こ
と
や
、

非
核
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
民
医
連

の
九
条
の
碑
の
取
り
組
み
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

徳
島
県
は
「
日
本
政

府
は
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
せ
よ
」

と
の
意
見
書
採
択
が
残

り
２
市
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
。

原
発
問
題
で
は
、
能

登
半
島
地
震
と
志
賀
原

発
か
ら
議
論
と
な
り
、

愛
媛
県
は
２
月
に
肱
川

地
震
と
愛
南
町
で
地
震

が
発
生
し
「
伊
方
原
発

で
も
被
害
が
あ
り
、
四

国
電
力
は
当
初
何
も
起

こ
ら
な
か
っ
た
と
言
い
、

被
害
を
小
出
し
に
す
る

と
い
う
態
度
を
と
っ
た
」

と
告
発
。

高
知
県
は
、
ビ
キ
ニ
問
題
で

は
水
爆
実
験
が
１
９
４
６
～
５

８
年
ま
で
続
い
た
が
、
被
災
者

は
残
留
放
射
能
の
被
害
が
あ
り
、

当
時
の
マ
グ
ロ
漁
船
累
計
１
０

０
０
隻
も
の
被
害
だ
」
と
の
べ

ま
し
た
。
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(1)
古
代
日
本
の
地
域
名
：
古
代
日

本
は
五
畿
七
道
に
地
域
区
分
さ
れ

た
が
、
そ
の
七
道
の
1
つ
。
紀
伊
、

淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
、
土

佐
の
６
カ
国
か
ら
な
る
地
域
。
現

在
の
四
国
全
域
と
和
歌
山
県
、
淡

路
島
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

※

南
海
道
は
、
畿
内
お
よ
び

山
陽
道
の
南
に
あ
る
こ
と
か

ら
の
名
称
。

(2)
古
代
日
本
の
官
道
名
：
７
つ
の

古
代
官
道
（
勅
使
道
㎞
）
の
う
ち

の
１
つ
で
、
南
海
道
６
カ
国
の
国

府
を
通
っ
て
都
に
通
じ
る
官
道
。

官
道
上
の
30
里
（
現
在
の
５
里
、

約
16
km
）
ご
と
に
駅
が
置
か
れ
た

が
、
南
海
道
全
体
に
は
21
の
駅
が

置
か
れ
て
い
た
。

※

讃
岐
国
に
は
刈
田
、
松
本
、

三
谿
、
河
内
（
甲
知
）
、
甕
井

（
み
か
い
）
、
柞
田
（
く
に
た
）

の
６
駅
が
あ
り
、
讃
岐
六
宿
と

通
称
さ
れ
た
。

※

讃
岐
六
宿
の
う
ち
通
称
地
が

ほ
ぼ
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
刈

田
駅
＝
引
田
町
馬
宿
、
三
谿
駅

＝
高
松
市
三
谷
、
柞
田
駅
＝
観

音
寺
市
柞
田
の
３
駅
で
あ
る
。

他
の
３
駅
は
正
確
な
場
所
の

確
定
が
で
き
て
お
ら
ず
、
松
本

＝
大
川
町
田
面
、
河
内
駅
＝
坂

出
市
府
中
、
甕
井
駅
＝
仲
多
度

郡
三
井
（
筆
岡
）
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
て
い
る
が
異
説
も
あ
る
。

刈
田
は
引
田
の
誤
記
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
る
。

※

こ
れ
ら
の
駅
に
泊
ま
れ
る
の

は
役
人
の
み
で
あ
り
、
庶
民
は

野
宿
で
あ
っ
た
。

※

駅
に
は
駅
馬
が
配
置
さ
れ
て

い
た
。
駅
馬
の
数
は
官
道
の
規

模
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た

が
、
南
海
道
の
場
合
は
各

駅
に
５
頭
で
あ
っ
た
。
駅

馬
は
駅
鈴
（
え
き
れ
い
）

を
持
つ
官
人
だ
け
が
緊
急

の
公
用
に
用
い
た
。
馬
は

そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
調
達

し
た
。
讃
岐
国
で
は
詫
間

に
官
牧
が
あ
り
、
馬
を
育

て
て
い
た
と
い
う
。

延
喜
式
（
９
２
７
年
施
行
）
に

は
、
各
国
か
ら
都
へ
の
運
上
の
方

法
や
日
程
を
定
め
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
讃
岐
国
か
ら
都
へ
の

貢
納
は
1
日
の
行
程
が
馬
38
km
、

徒
歩
27
km
、
車
を
引
け
ば
16
km
。

讃
岐
か
ら
京
ま
で
は
、
荷
物
が
あ

る
上
り
は
12
日
間
、
下
り
は
６
日

間
、
海
路
は
12
日
間
か
け
て
よ
い

と
さ
れ
て
い
た
。

讃
岐
国
内
の
南
海
道
は
山
間
部

を
除
け
ば
ほ
ぼ
直
線
状
の
道
で
、

工
事
に
当
た
っ
て
白
山
、
六
目
山
、

飯
野
山
、
香
色
山
な
ど
の
ビ
ュ
ー

ト
（
孤
立
丘
）
型
の
目
立
っ
た
山

や
、
唐
渡
峠
、
綾
坂
、
額
坂
な
ど

の
峠
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
目
印
）

と
し
て
用
い
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
直

線
道
路
を
造
っ
た
。

※

現
在
の
県
道
三
木
国
分
寺
線

は
、
ほ
ぼ
南
海
道
に
合
致
も
し

く
は
平
行
し
て
い
る
。

［
京
ま
で
は
七

日
か
か
っ
た
南

海
道
］
（
歴
史

か
る
た
）

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）
⑱

南

海

道著
者

立
山

信
浩

原水爆禁止！四国大会を開催

原爆パネル展のご案内
日時：８月４日(日)～10日(土)

10時～17時

会場：市民交流プラザ
(瓦町ＦＬＡＧ８階)

主催：高松市平和を願う市民団体協議会


